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文間隔 vs｝ SV 計
1 42 44玉 483
2 27 99 126
3 24 27 51
4 22 3 25
5 16 G 16
6 10 2 12
7 5 0 5
8 4 o 4
9 6 0 6


























































文間隔 頻度 比率 累積比率
1 9 13，壕％ 13．4％
2 10 14．9 28．4
3 8 1L9 40．3
・
4 3 4．5 44．8
5 7 10．4 55．2




























































































後＼前 独立断定 疑問 命今　間接疑
独立断定 3玉0 5 7 9
疑　問 4 3 0 0
／溝　　A
叩　　了罪
5 0 4 1
間接命令 13 0 0 0
補　文 76 1 3 1
連　体 4 0 0 0
開　係 116 4 2 2
副　詞 59 1 0 0




























































G。8 十〇．9 十10．3 一
〇，4 牽0．1
関 係 19．8 28．6 12．5 15．4 18．3 11．1 20．9 20．6 19．8
0 十8．8 一 4．4 一 7．3 一 1．5 一 8．7 十　L1 十〇．8
副 10．i 7．1 0．0 0．0 13．9 1玉．1 9．5 8．4 9．9




































































































































Ll 2 3 4 5 　　　　i6 讃’
目 0 0 0 o 0 0 0
　　　　；
2； 65 0 0 0 0 0 65







4 121 員1 34 o 0 0 ｛239
5 14 65 19 2 0 0 玉15
6 1 10 5 3 0 0 33
7 0 0 0 6 玉 0 12
8 0 0 o o 2 0 2
9 0 0 0 o 1 0 1







































































タイプ 一 AC 十AC 誹
V 22 100 122
V－S 32 60 92
V－S－DO 2 4 6
V－S－PC 1 l　l 2














































































































































































要素数 一 AC 十 AC 計
1 22（18．0％） 100（ 82．0％） 122
2 154（33．8） 302（ 66．2） 456
3 2G8（443） 261（ 55．7） 媛69
4 12（48．0） 13（ 52．0） 25
5 0 1 （100．0） 1
ノx
日 計 396 677 1，073
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3．最頻無標文型
　語順要素の並び方を墓準とした文型の総種類115のうち最頻度を記録したのはS－V－DOタイ
プで74例であった（cf．轟ロユ983：§3．1）。主語一動詞一直接目的語がこの語ll頁で現われる文タ
イプは要素数における最頻項である3要素文（cf．出口1985a：p．12，1985b：§2．3）の1つ
であると共に，順位を考慮しない含麿語順要素別の種類の申でも最頻の組み合わせ〔＋V，＋S，
＋DO〕に属することはわかっている（拙稿1983：p．56）。欝うまでもなく，SV対VS，　V－1）O
＊・SDO　－Vの頻度の比較からしてもS　－V，　V－DOはより普通な配列であったし，また動詞の文ゆ
第2位は最もunmarkedである（cf．拙稿1983：pp．57）他，3要素文でのDOの第3位もやはり
最頻類型である（cf．出口1985a：§2．8）。すなわち，　S－V－－DO型の文はただこの語順が最
も多く数えられたという意味以上に，さまざまな無標的性格を具現した　，典型的パタンとみなす
ことができよう。
　このような主語・動詞・直：接H的語の言酬頁をもつ文のうち，勉の諸尺度でも蝦も無標な文はどの
ようなものか，テキストから実例を捜し求めるために，本調査で考慮した開連の統語的条件の無標
項を下記のように仮定することにした。
　　　（13）　無標項の選定
　　　　1．節種→独立断定節
　　　　2．主語NPの属性→定
　　　　3．直接蔭的語NPの属性→定
　　　　4．助動罰の有無→無
　　　　5．否定’辞の有無→無
　　　　6．付接辞の有無→無
　　　　7．単文・複文→単文
　さて，74例のS－V－DO文のうちで独立断定文に相当するのは27例であるが，この中には否定
文が6，動詞複合を含む文が3，付接辞文が4例数えられた。そのため，（13）2．3．の基準で
無標とされる定主語・定直接冒的語を伴う文はcorpusに3纏児鐵されるのみである。さらに，そ
の文自体が単文であったのは1例で，他の2例は埋み込み文（関係鰯）を内包する独烹文と，並列
的接続文の1部で，結周，上述の諸基準で叢も無標と認められた実捌は次の文（玉4＞ただ1倒となっ
た。
　　　　（14）　　Yesa　sangr圭enta　gamberra（la　recibe　el　titule　de　＜lucha　revoluclonaria　para　la　libera－
　　　　　　c圭6n　naci◎nal　de　Euzkadi　sur》；
　上文の動詞reclblrは動詞語彙項目としての頻度で児れば，他動詞の中で特に高頻度にランクさ
れたものではないが（cf．出口1983：p．65），出現度数が最大のtener，それに次ぐdeclr，　darな
どを核動詞とし，かつ（13）の諸項昌で無標に指定される文は発兇されなかった。
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4．結論にかえて
　スペイン語文法で展開される語順論や語順に関する数値的な分析は特に文構成要素レベルでの瀧
列順序についてなされており，本稿もこの点では隅じである。しかし，従来，関心の中心は特定2
成分間の先後関係にあり，文形成に参与する全要素を視界に収めながらその背後にある統語的条件
を含めて1顧序連関を多磯的に岡蒔に綜合的にとらえ直そうとする試みがなされなかったように思わ
れる。小論の調査はこの空隙をわずかなりとも埋めることができないだろうかという期待が動機と
なっている。
　スペイン語に限らず語順の任意性のために我々はしばしば漠とした文法記述に甘んじなければな
らなくなる。「VSよりもSVが無標である」「ABよりもBAの方が頻繁に発られる」「XYなる語瀬
は稀れである」…etc．の印象的認1識は誤まりではない場合が多いであろう。無論このような順序
を実現する条件の厳密化を追求することがオーの課題であろう。しかし，一つゴでただ単に「より多
い」「普遜」「稀」などの数的表現をもう少し正確にして，実際の文連鎖から裏付けされる量化とし
て参照可能な資料の中に整え擬くことも必要ではなかろうか。調査項懸は粗く，資料体の規模もな
お充分とは醤えないのは事実で，選ばれるテキストの通層的，逓話的性質に左右され，その数値は
かなりな変異を見せるかも知れない。誉うまでもなく統計結果から語順要素の配列を律する条件を
推定したり原閃を断定することは不可能であるが，若干の側纐で語順の理論的仮説を補強し季寅証す
るためにこれらの具体約な数値の実体が有益になり得ると信じる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1985．　10．　1）
，
王
t
l
s
；
i）　前稿（1985a：§2．3）で検討した説題化は有蒙三語文における鷹題化のケースであるため，（11＞の87よりも小さい数値
　　となっている。
2）　DOが文中に含まれる文は含まれないタイブに比べれば有標であるが（4］．6％vs　59．4％），これは自動詞の方が生起率が
　　高いという慧味ではない。本統副’ではcliticはすべて独立の語順要素としては数えられていないからである。
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